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大
正
期
の
北
海
道
帝
国
大
学
と
キ
リ
ス
ト
教

!
l長
崎
次
郎
・
林
文
雄
・
近
藤
治
義
を
中
心
に
1
1
1

北大百年の諸問題

明
治
末
年
、
一
九
一

0
年
代
初
め
に
、
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
か
ら

姿
を
消
し
た
社
会
問
題
や
社
会
思
想
へ
の
関
心
は
、
一
九
一
一
一
年
(
大
正

一
O
〉
前
後
、
一
九
二

0
年
代
に
入
る
こ
ろ
、
新
し
い
形
と
力
を
も
っ
て

復
活
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
を
北
海
道
帝
国
大
学
に
お
け
る
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
時
期
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
の
時
期
に
も
、
学
生
の
大

勢
に
比
べ
れ
ば
少
数
で
は
あ
っ
た
が
、
社
会
の
諸
分
野
で
重
要
な
働
き
を

な
し
た
異
色
の
人
々
|
ー
そ
の
異
色
の
ゆ
え
に
、
母
校
か
ら
は
忘
れ
ら
れ

が
ち
な
人
々
1
ー
が
世
に
送
ら
れ
た
(
「
札
幌
農
学
校
と
明
治
社
会
主
義
」

参
照
)
。
た
だ
、
一
八
九

0
年
代
か
ら
一
九
一

0
年
代
初
め
に
か
け
て

の
、
社
会
問
題
や
社
会
思
想
へ
の
関
心
が
未
だ
混
沌
た
る
星
雲
状
態
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
と
素
朴
な
社
会
批
判
の
思
想
と
が
未
分
化

の
ま
ま
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
の
時
期
に
は
、
社
会
科
学
日

マ
ル
ク
ス
主
義
と
キ
リ
ス
ト
教
と
が
分
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
札
幌

松

沢

弘

陽

農
学
校
の
時
期
以
来
、
札
幌
基
督
教
会
の
ち
札
幌
独
立
基
督
教
会
の
学
生

に
対
す
る
影
響
力
が
、
他
の
諸
教
会
よ
り
ま
さ
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
一

九
一

0
年
代
に
入
る
と
、
北
辰
日
本
基
督
教
会
(
一
九
二

O
年
札
幌
日
本

基
督
教
会
、
同
四
一
年
札
幌
北
一
条
教
会
と
な
っ
て
今
日
に
至
る
。
以
下

名
称
は
便
宜
使
い
わ
け
る
)
の
影
響
力
が
次
第
に
強
ま
り
、
他
教
会
を
凌

ぐ
勢
い
を
一
万
し
始
め
る
。
新
渡
戸
稲
造
や
有
島
武
郎
が
学
生
と
交
わ
り
親

し
く
導
い
て
い
た
こ
ろ
と
は
変
っ
て
、
学
生
の
あ
る
者
は
思
想
形
成
に
お

い
て
、
学
内
の
教
師
た
ち
よ
り
も
、
教
会
と
牧
師
か
ら
は
る
か
に
大
き
な

影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の

中
か
ら
、
札
幌
北
一
条
教
会
に
属
し
、
農
科
大
学
・
北
海
道
帝
国
大
学
在

学
中
か
ら
卒
業
後
を
通
じ
て
終
生
親
し
い
交
わ
り
を
続
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

世
界
で
す
ぐ
れ
た
働
き
を
し
た
三
人
を
あ
げ
た
い
。

北
一
条
教
会
は
二
八
九
五
年
(
明
治
二
八
)
、
日
本
基
替
教
会
に
属
す
る
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札
幌
日
本
基
督
教
会
と
し
て
創
立
さ
れ
た
。
札
幌
農
学
校
一
一
期
(
一
八
九

三
年
卒
業
)
生
の
小
川
二
郎
が
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
り
、
農

芸
伝
習
科
五
期
(
一
八
九
三
年
)
卒
業
生
の
本
郷
敏
慎
や
農
学
校
生
佐
々
茂

雄
・
費
一
場
三
郎
・
芳
賀
鍬
五
郎
ら
が
初
期
の
教
会
建
設
に
力
を
尽
し
た
。

小
川
や
本
郷
が
札
幌
基
督
教
会
(
現
札
幌
独
立
基
督
教
会
)
会
員
の
人
々
と

と
も
に
北
海
禁
酒
会
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
本
書
所
収
「
札
幌
農
学

校
と
明
治
社
会
主
義
」
で
ふ
れ
た
。
札
幌
日
本
基
督
教
会
の
農
学
校
学
生

に
対
す
る
影
響
力
は
、
一
八
九
九
年
(
明
治
一
二
二
)
森
林
科
開
設
と
と
も
に

赴
任
し
て
教
授
と
な
り
、
終
生
長
老
や
日
曜
学
校
長
と
し
て
教
会
に
奉
仕

し
た
新
島
善
直
が
、
森
林
科
|
林
学
科
の
教
授
と
し
て
、
ま
た
文
武
会
や

遠
友
夜
学
校
の
役
員
と
し
て
学
生
を
導
く
な
か
で
徐
々
に
広
が
っ
て
い
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
決
定
的
な
も
の
と
し
た
の
は
、
一
九
一
一
一
一
年
(
大

正
二
)
、
牧
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
一
九
一
八
年
(
大
正
七
)
ま
で
牧
会
・

伝
道
に
力
を
注
い
だ
高
倉
徳
太
郎
で
あ
っ
た
。
彼
自
身
東
京
帝
国
大
学
法

科
大
学
に
学
び
な
が
ら
、
植
村
正
久
の
強
い
影
響
の
も
と
で
、
約
束
さ
れ

た
官
途
を
捨
て
神
学
と
牧
会
の
道
に
転
進
し
た
人
で
あ
り
、
学
生
・
知

識
人
へ
の
伝
道
と
指
導
に
す
ぐ
れ
た
力
を
発
揮
し
た
。
続
い
て
高
倉
の
後

を
う
け
た
小
野
村
林
蔵
も
、

一
九
五
三
年
(
昭
和
二
八
)
ま
で
の
長
い
牧

763 

師
在
職
中
、
学
生
や
生
徒
の
訓
練
に
心
を
注
い
で
、
そ
の
中
か
ら
伝
道
者

を
輩
出
し
た
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
、
長
崎
次
郎
・
林
文
雄
・
近
藤
治
義

の
三
人
は
、
高
倉
・
小
野
村
両
牧
師
の
時
代
に
、
東
北
帝
国
大
学
農
科
大

学
・
北
海
道
帝
国
大
学
に
学
び
つ
つ
、
こ
の
教
会
に
連
な
っ
て
、
生
涯
の

進
路
を
大
き
く
変
え
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
人
々
で
あ
る
。

一
九
三
四
年
(
昭
和

長
崎
次
郎
(
一
八
九
五
i
一
九
五
四
年
)
が
、

九
)
、
私
産
を
掬
ち
身
命
を
賭
し
て
キ
リ
ス
ト
教
出
版
に
献
身
す
る
こ
と

を
決
意
し
た
お
り
記
し
た
、
「
基
督
教
出
版
へ
の
召
命
記
」
と
題
す
る
文

章
〈
『
葡
萄
の
校
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
三
四
年
九
月
〉
は
、
彼
に
と

っ
て
の
農
科
大
学
お
よ
び
職
業
の
意
味
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。

「
四
国
の
南
側
:
:
:
安
芸
と
云
ふ
小
さ
な
町
は
私
の
故
郷
で
あ
る
。
:
:
:

町
で
唯
一
軒
だ
け
の
書
庖
と
、
小
さ
な
教
会
の
牧
師
館
と
の
間
に
挟
ま
れ

て
私
は
育
っ
た
。
:
:
:
子
な
き
牧
師
夫
妻
か
ら
子
供
の
如
く
愛
せ
ら
れ

て
、
と
う
ノ
¥
日
曜
学
校
に
出
席
す
る
様
に
な
っ
た
。
私
が
札
幌
の
農
学

校
に
学
ん
だ
の
も
同
じ
機
縁
か
ら
で
あ
っ
た
。
私
は
其
処
で
文
学
の
基
礎

知
識
と
し
て
の
自
然
科
学
を
修
め
る
気
で
あ
っ
た
。
然
し
、
上
な
る
声
に

導
か
れ
て
文
学
を
捨
て
て
教
育
者
た
ら
む
こ
と
の
志
が
与
へ
ら
れ
、
作
物

学
を
専
門
と
す
べ
き
身
が
雑
草
に
就
い
て
の
卒
業
論
文
を
書
き
、
人
を
耕

し
、
人
の
世
の
雑
草
を
抜
き
去
る
べ
く
世
に
出
た
」
。

長
崎
が
札
幌
の
農
科
大
学
を
選
ん
だ
の
は
、
こ
の
文
章
に
述
べ
ら
れ
た

「
牧
師
百
島
操
氏
ノ
示
唆
ニ
ヨ
リ
、
札
幌
農
学
校
ノ
後
デ
ア
ル

よ
う
に
、
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北
海
道
大
学
ノ
農
学
部
ニ
入
学
セ
ン
ト
士
山
シ
」
t

(

最
後
の
病
床
で
口
述
し

た
「
長
崎
次
郎
略
歴
」
『
福
音
と
世
界
』
一
九
五
四
年
十
一
月
)
た
の
で

あ
っ
た
。

北大百年の諸問題

一
九
一
四
年
(
大
正
三
)
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
予
科
に
入
学
し
た

長
崎
は
、
恵
迫
寮
に
入
り
、
開
識
社
に
文
武
会
に
、
文
芸
に
お
け
る
豊
か

な
天
分
と
読
書
の
ほ
ど
を
う
か
が
わ
せ
る
多
彩
な
活
躍
を
し
た
。
入
寮

お
お
ぞ
ら

早
々
寮
歌
選
定
委
員
に
選
ば
れ
、
彼
自
身
の
作
「
管
蒼
高
く
」
は
大
正
五
年

南
寮
寮
歌
と
な
っ
た
。
『
文
武
会
々
報
』
に
は
、
彼
の
創
作
、
エ
ッ
セ
ー
や

短
歌
が
た
び
た
び
載
せ
ら
れ
た
し
、
彼
自
身
同
誌
の
編
集
も
担
当
し
た
。

予
科
を
卒
え
る
こ
ろ
に
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
翻
訳
を
手
が
け
て
、
『
社
会

思
想
普
及
叢
書
第
三
巻
イ
エ
ス
の
教
へ
附
其
の
真
髄
』
と
し
て
刊
行

し
て
い
る
(
一
九
一
七
年
十
二
月
、
大
阪
ト
ル
ス
ト
イ
研
究
会
刊
)
。
し

か
し
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
上
な
る
声
」
は
、
こ
の
よ
う
な
農
科
大
学
進
学

の
本
来
の
意
図
と
、
文
学
へ
の
志
望
と
を
、
大
き
く
転
轍
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
、
長
崎
に
と
っ
て
、
高
倉
徳
太
郎
・
小
野
村
林
蔵
両
牧
師

と
の
交
わ
り
と
、
北
辰
日
本
基
督
教
会
の
教
会
生
活
の
中
で
与
え
ら
れ

た。

一
九
一
六
年
(
大
正
五
)
、

彼
は
高
倉
牧
師
か
ら
受
洗
し
、
同
牧
師

が
札
幌
を
去
っ
た
後
も
、
彼
の
住
む
大
学
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
の
寄
宿
舎

が
教
会
の
隣
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
小
野
村
牧
師
と
極
め
て
親
し
か
っ

た
と
い
う
(
山
田
滋
「
解
説
」
『
小
野
村
林
蔵
全
集
第
一
巻
』

年
、
五
三
四
ペ
ー
ジ
U

。
ま
た
、
高
倉
や
小
野
村
と
出
合
っ
て
終
生
の
交

一
九
七
九

わ
り
を
結
び
、
大
学
卒
業
後
の
進
路
を
大
き
く
決
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た

の
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
彼
が
卒
業
後
大
き
な
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な

っ
た
綴
者
と
の
交
わ
り
も
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
彼
自
身
に
と
っ
て
、
終
生

の
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

「
私
の
:
:
:
生
ま
れ
た
町
は
四
国
遍
路
の
通
路
で
あ
る
。
私
は
幼
い

頃
、
毎
日
そ
の
四
国
遍
路
の
中
に
願
者
を
見
た
。
そ
の
人
々
は
:
:
:
己
が

身
を
棄
て
る
死
場
所
に
四
国
遍
路
路
を
選
ん
だ
と
云
っ
て
よ
い
と
思
ふ
0

・
:
:
・
恰
度
私
が
小
学
校
を
卒
業
す
る
頃
で
あ
っ
た
ら
ふ
と
思
う
。
私
の
父

が
:
:
:
新
聞
の
記
事
を
読
ん
で
聞
か
し
て
呉
れ
た
。
:
:
:
そ
れ
は
新
設
せ

ら
れ
た
許
り
の
大
島
療
養
所
(
香
川
県
)
の
患
者
が
、
島
の
生
活
の
さ
み

し
さ
、
わ
び
し
さ
を
訴
へ
て
、
書
物
の
寄
贈
を
ア
ッ
ピ
ー
ル
す
る
為
に
田

舎
の
新
聞
に
寄
書
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
時
か
ら
こ
の
問
題
に

病
み
つ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
自
分
で
金
を
儲
け
ら
れ
た
ら
、
先
づ
第

一
に
書
物
を
買
っ
て
療
養
所
へ
寄
贈
し
た
い
と
考
へ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

札
幌
の
大
学
在
学
中
寮
歌
に
応
募
し
て
生
れ
て
初
め
て
自
分
の
力
で
金
を

得
た
の
で
、
私
は
や
っ
と
十
年
近
い
願
ひ
を
果
す
こ
と
が
出
来
た
」
(
「
出

版
漫
筆
」
『
占
領
萄
の
校
』
一
九
三
八
年
九
月
)
。
大
正
五
年
南
寮
々
歌
「
湾

蒼
高
く
」
は
、
北
大
の
一
予
科
生
を
救
額
運
動
に
つ
な
ぐ
き
ず
な
の
い
と

ぐ
ち
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

」
う
し
て
札
幌
農
学
校
の
後
身
に
憧
が
れ
、
文
芸
の
た
め
に
自
然
科
学

を
修
め
る
こ
と
を
志
し
た
青
年
は
、
「
人
を
耕
し
、
人
の
世
の
雑
草
を
抜
」



く
べ
く
志
を
転
じ
た
。
一
九
一
一
一
年
(
大
正
↓

O
)
農
学
部
農
学
科
を
卒

業
、
卒
業
論
文
は
「
雑
草
斐
除
用
薬
剤
並
び
に
肥
料
溶
液
が
雑
草
種
子
発

芽
に
及
ぼ
す
影
響
に
就
て
」
で
あ
り
、
成
積
は
悪
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る。

大正期の北海道帝国大学とキリスト教

農
学
土
が
教
育
芝
山
す
に
い
た
っ
た
事
情
に
つ
い
て
、
長
崎
は
こ
う
述

べ
て
い
る
。
呂
田
が
そ
れ
ぞ
れ
仕
官
の
道
を
選
ん
で
、
御
役
人
や
何
か
を

志
し
た
と
き
、
私
は
ク
ラ
l
ク
先
生
以
来
か
す
か
に
残
る
宗
教
的
方
面
に

心
惹
か
れ
て
蒋
せ
ら
れ
る
が
ま
与
に
:
:
:
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
女
学
校
の
教
頭

に
な
っ
た
」
(
「
私
は
雑
草
」
、
戦
前
『
朝
日
新
聞
』
随
筆
欄
に
掲
載
さ
れ

た
と
い
わ
れ
る
が
、
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
秋
山
憲
兄
r

「日

本
キ
リ
ス
ト
教
出
版
史
夜
話
帥
1

i
長
崎
書
庖
と
そ
の
時
代
1
」
『
福
音

と
世
界
』
一
九
六
回
・
五
よ
り
重
引
)
。
し
か
し
、
「
人
の
志
の
雑
草
を
抜

き
去
る
」
ベ
く
教
師
と
な
っ
た
人
自
身
は
、
そ
の
志
い
れ
ら
れ
ず
、
い
く

つ
か
の
女
学
校
中
学
校
に
転
職
失
職
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
っ
た
。
自
分

自
身
が
「
雑
草
的
存
在
た
る
を
免
が
れ
な
か
っ
た
」
こ
と
に
気
づ
き
、

「
依
然
た
る
雑
草
的
存
在
が
災
し
て
再
度
野
の
人
に
な
」
(
同
前
)
る
と

い
う
歩
み
を
反
復
し
た
。
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
彼
は
、
「
雑
草
生
」
を
ベ

γ

ネ

i
ム
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
間
彼
は
、
文
学
好
き
の
古
本
漁
り

か
ら
転
じ
て
古
本
を
商
う
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
出
版
を
始
め
た
。
理
想

の
出
版
を
念
じ
て
つ
い
に
財
産
を
使
い
尽
し
、
過
労
が
重
な
っ
て
病
に
た

お
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
農
科
大
学
在
学
中
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
信

仰
の
師
高
倉
徳
太
郎
が
急
逝
し
た
こ
と
は
、
長
崎
に
大
き
な
衝
撃
を
与

76ぅ

ぇ
、
あ
ら
た
め
て
白
か
ら
の
召
命
に
つ
い
て
聞
い
、
キ
リ
ス
ト
出
版
へ
の

献
身
の
志
を
新
た
に
す
る
よ
う
促
が
し
た
。

「
今
の
世
に
真
に
理
想
を
か
か
げ
、
理
想
を
行
ふ
た
め
の
中
学
校
を
経

営
す
る
丈
け
で
も
百
万
円
を
要
す
る
。
私
は
そ
れ
だ
か
ら
は
し
た
金
で
出

来
る
出
版
を
選
ん
だ
。
私
は
こ
れ
に
父
よ
り
遣
さ
れ
た
僅
か
の
財
と
、
私

の
今
、
迄
勤
め
て
得
た
僅
の
も
の
と
、
そ
れ
に
労
力
を
献
げ
た
。
出
版
を
は

じ
め
て
満
十
ヶ
年
、
私
は
少
く
と
も
そ
の
利
潤
と
し
て
一
銭
を
も
受
け
た

こ
と
は
な
い
。
然
し
、
も
う
片
手
間
、
(
一
方
で
生
活
費
を
か
せ
、
ぎ
乍
ら

や
る
程
度
)
で
は
行
か
な
く
な
っ
た
。
私
は
来
る
と
こ
ろ
、
迄
来
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
四
月
か
ら
私
は
こ
れ
が
為
め
に
す
べ
て
を
献
げ
る
決

心
を
し
た
。
私
は
私
の
一
生
を
こ
れ
に
賭
け
る
。
:
:
:
最
後
に
一
一
一
言
す

る
。
私
は
出
版
者
は
公
器
で
あ
る
と
の
確
信
の
下
に
立
つ
、
こ
の
公
器
を

決
し
て
私
し
な
い
覚
悟
で
あ
る
」
(
「
基
督
教
出
版
へ
の
召
命
記
」
)
。
帝
大

の
学
生
と
し
て
世
に
出
て
、
女
学
校
の
教
師
と
な
り
、
古
本
屋
か
ら
出
版

を
志
す
に
い
た
る
。
こ
の
道
す
じ
は
、
長
崎
よ
り
一

O
年
余
り
早
く
東
京

帝
国
大
学
哲
学
科
選
科
を
出
た
岩
波
茂
雄
の
そ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
。
事

実
岩
波
と
長
崎
の
聞
に
は
心
を
ゆ
る
し
た
深
い
交
わ
り
が
生
ま
れ
た
(
秋

山
憲
兄
「
冬
の
日
の
回
想
」
『
エ
デ
ィ
タ
l
』
一
九
七
九
年
・
コ

τ四
月

合
併
号
)
。
長
崎
書
后
は
一
九
四
四
年
(
昭
和
一
九
)
、
戦
時
体
制
下
の
出

版
統
合
に
よ
っ
て
新
教
出
版
社
と
な
り
、
長
崎
は
初
代
社
長
と
な
っ
た
。

同
じ
く
札
幌
の
学
園
に
学
ん
で
世
に
出
(
一
九

O
四
年
林
学
実
科
卒
)
、

古
本
屋
、
焼
き
芋
屋
を
始
め
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
を
遍
歴
し
た
後
、
叢
文
閣
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を
起
し
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
出
版
文
化
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た

足
助
素
一
(
在
学
中
の
足
助
に
つ
い
て
は
、
彼
の
創
作
と
感
想
、
日
記
、

書
簡
お
よ
び
諸
家
の
追
憶
を
集
め
た
『
足
助
素
一
集
』
一
九
=
二
年
を
、

彼
の
出
版
事
業
に
つ
い
て
は
、
瀬
沼
茂
樹
「
足
助
素
一
と
叢
文
閣
」
〔
瀬

沼
『
明
治
文
学
研
究
』
一
九
七
四
年
所
収
〕
を
参
照
)
、
と
並
ん
で
、
札

幌
農
学
校
|
北
海
道
帝
国
大
学
に
学
ん
だ
出
版
人
の
双
壁
と
い
え
よ
う
。

北大百年の諸問題

林
文
雄
(
一
九

O
O
l
一
九
四
七
年
〉
は
、
長
崎
次
郎
よ
り
四
年
お
く

れ
て
、
一
九
一
八
年
(
大
正
七
)
、
北
海
道
帝
国
大
学
最
初
の
予
科
生
と

し
て
入
学
し
た
。
父
が
長
く
北
辰
日
本
基
替
教
会
の
長
老
を
つ
と
め
る
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
ホ

l
ム
に
育
っ
た
彼
は
、
早
く
か
ら
教
会
に
連
な
り
、
北

大
入
学
に
先
ん
じ
て
、
教
会
生
活
を
通
じ
て
長
崎
と
相
識
っ
て
い
た
。
父

竹
治
郎
は
、
札
幌
一
中
の
図
画
教
師
で
、
「
朝
の
祈
り
」
な
ど
で
知
ら
れ

る
画
家
だ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
北
辰
教
会
|
北
一
条
教
会
の
熱
心
な

会
員
で
あ
り
、
自
分
の
家
庭
を
も
一
種
の
家
塾
と
し
て
、
中
学
生
へ
の
伝

道
の
た
め
に
献
げ
て
い
た
。
林
文
雄
は
、
札
幌
一
中
在
学
中
か
ら
、
高
倉

徳
太
郎
牧
師
の
導
く
中
学
生
の
グ
ル
ー
プ
「
友
愛
会
」
に
加
わ
り
、
長
崎

よ
り
一
年
遅
く
、
一
九
一
七
年
(
大
正
六
)
中
学
四
年
の
時
、
同
じ
高
倉

牧
師
か
ら
受
洗
し
た
。
こ
う
し
て
林
が
北
大
予
科
に
入
っ
て
か
ら
の
思
想

形
成
は
、
小
野
村
牧
師
と
そ
の
も
と
に
集
ま
っ
た
、
小
川
信
一
(
本
稿
で

先
に
ふ
れ
た
小
川
二
郎
の
自
己
、
豊
福
豊
、
近
藤
治
義
(
い
、
ず
れ
も
北
大

に
学
ぶ
〉
ら
と
の
交
わ
り
に
よ
り
、
ま
た
父
と
の
日
々
の
家
庭
生
活
の
中

で
行
わ
れ
て
い
っ
た
。

今
日
残
さ
れ
て
い
る
彼
の
日
記
は
、
ち
ょ
う
ど
一
九
一
一
一
一
年
(
大
正
一

一
)
、
彼
が
第
一
期
生
と
し
て
北
海
道
帝
国
大
学
医
学
部
に
入
っ
た
年
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
。
予
科
か
ら
医
学
部
に
進
ん
だ
彼
は
、
や
が
て
、
創
業

の
意
気
ご
み
に
燃
え
て
展
開
さ
れ
る
医
学
の
専
門
教
育
に
衝
撃
を
受
け
、

そ
の
中
で
動
揺
模
索
し
な
が
ら
、
自
分
は
医
学
の
い
か
な
る
領
域
に
召
さ

れ
て
い
る
の
か
、
探
究
を
始
め
る
。
医
学
部
の
講
義
が
始
ま
っ
て
一
と
月

も
た
た
ぬ
四
月
二
十
五
日
、
「
本
科
に
来
て
よ
り
た
だ
細
胞
と
か
骨
の
名

前
と
か
薬
の
名
な
ど
に
て
ほ
と
/
¥
い
や
に
な
り
た
り
、
朝
夕
つ
と
め
て

聖
書
の
一
節
を
読
む
、
予
科
の
時
は
語
学
な
ど
あ
り
て
少
し
は
心
の
柔
ぐ

も
の
も
あ
り
き
、
自
然
科
学
専
門
は
人
闘
を
硬
直
な
ら
し
む
」
と
記
し
、

五
月
二
十
四
日
に
は
、
「
『
俺
も
と
ふ
/
¥
自
然
科
学
者
の
カ
タ
ワ
レ
と
な

っ
た
の
か
』
と
学
校
か
ら
帰
り
な
が
ら
つ
く
ん
¥
考
へ
た
。
今
日
は
昼
や

す
み
農
園
の
森
の
中
で

O
と
T
(
i原
文
の
ま
ま
。
小
川
、
豊
福
で
あ
ろ

う
)
と
3
人
で
神
に
つ
い
て
話
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
先
、

予
科
最
後
の
こ
ろ
に
は
、
学
生
の
希
望
を
高
圧
的
に
踏
み
に
じ
る
「
新
帰

朝
」
の
教
師
や
、

「
学
者
は
非
常
識
で
困
る
」
と
い
い
な
が
ら
「
し
か
し

又
非
常
識
で
な
い
と
学
聞
は
出
来
ぬ
」
と
い
っ
て
彼
を
か
ば
う
予
科
主
事

「
我
々
は
学
者
で
あ
る
以
上
に
人
間
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
愛
の
な
い
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学
者
に
何
の
価
値
が
あ
ら
ふ
:
:
:
多
く
の
生
徒
を
導
く
人
々
が
愛
と
か
や

は
ら
ぎ
を
失
ひ
か
け
る
の
は
お
そ
ろ
し
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
」
(
二

月
三
日
、
日
記
〉
と
い
う
憤
り
を
ぶ
ち
ま
け
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

や
が
て
い
わ
ゆ
る
学
用
患
者
に
接
し
、
解
剖
を
見
学
す
る
に
い
た
っ

て
、
医
学
へ
の
懐
疑
と
模
索
の
中
に
一
つ
の
方
向
が
見
え
て
来
る
。
五
月

二
十
三
日
、
「
珍
し
い
患
者
を
見
せ
る
と
云
ふ
:
:
:
出
た
も
の
は
何
、
思

は
ず
ゾ
ッ
ト
し
た
、
頭
と
云
は
ず
足
と
云
は
ず
一
面
角
だ
ら
け
だ
、
:
:
:
さ

む
け
が
す
る
:
:
:
日
本
語
で
皮
角
と
云
ひ
:
:
:
皮
ふ
が
角
に
な
る
か
へ

り
な
が
ら
そ
の
男
を
思
ふ
た
、
家
も
な
く
親
も
な
く
さ
び
し
く
日
本
を
め

ぐ
り
歩
い
て
崎
型
体
を
見
せ
て
歩
く
一
鮮
人
を
思
ふ
時
熱
い
祈
を
君
が
た

め
に
そ
与
が
ぬ
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
」
。
五
月
二
十
五
日
、
結
核
で
死
ん
だ

入
カ
月
の
妊
婦
の
解
剖
。
「
こ
の
世
の
中
を
見
て
死
ん
だ
人
と
こ
の
世
の

中
を
見
、
ず
に
死
ん
だ
人
(
胎
児
)
と
2
人
の
屍
が
血
ま
み
れ
に
な
っ
て

解
剖
台
に
転
ん
で
居
た
時
我
々
の
心
は
ど
ん
な
に
動
か
さ
れ
た
ら
ふ
」
。

向
日
の
午
後
も
結
核
で
死
ん
だ
女
性
の
解
剖
。
「
骨
と
皮
と
云
ふ
が
こ
ん

な
適
切
な
も
の
は
な
か
ら
ふ
、
:
:
:
肺
臓
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
っ
た
、
・

こ
の
間
か
ら
思
ひ
ま
ど
う
た
医
者
な
る
も
の
の
使
命
が
自
分
の
心
の
中
に

か
た
く
む
す
ば
れ
た
」
。
林
は
、
「
珍
し
い
患
者
」
に
つ
い
て
の
講
義
や
解

部
の
見
学
の
中
で
、
病
理
の
実
例
に
接
し
た
だ
け
で
な
く
、
生
と
死
と
い
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う
問
題
や
、
病
め
る
者
を
圧
す
る
貧
困
や
差
別
と
い
う
社
会
の
問
題
を
感

じ
と
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

あ
た
か
も
こ
の
前
後
の
日
記
に
は
、
入
手
し
て
見
は
じ
め
た

テ
ィ
」
|
|
同
笠
宮
間
O
Z
3
5
で
あ
ろ
う
ー
ー
ー
の
版
画
集
へ
の
感
動
の
こ

と
ば
が
度
々
現
わ
れ
る
。
彼
女
も
す
ぐ
れ
た
天
分
を
貧
し
い
者
、
抑
圧
さ

れ
た
者
の
た
め
に
惜
し
み
な
く
注
ぎ
、
会
苦
・
戦
争
・
死
な
ど
を
直
視
し

た
傑
作
を
残
し
た
。
六
月
十
七
日
、
た
だ
一
人
病
ん
で
じ
め
じ
め
し
た
牛

舎
の
一
角
に
寝
て
い
る
人
を
見
舞
い
、
そ
の
足
で
教
室
に
出
て
解
剖
を
見

学
し
た
日
の
記
入
は
、
「
医
者
た
る
も
の
の
責
任
を
ま
す
/
¥
感
じ
た
。

我
進
む
べ
き
道
は
一
つ
だ
」
と
い
う
こ
と
ば
で
結
ぼ
れ
て
い
る
。
学
部
二

年
に
進
ん
だ
翌
一
九
二
三
年
(
大
正
一
二
〉
の
春
、
五
月
十
四
日
の
記
入

は
、
自
分
の
「
使
命
」
に
つ
い
て
の
省
察
に
終
始
し
て
い
る
。
「
自
分
は

一
つ
の
目
的
を
持
っ
て
こ
の
医
学
部
に
入
っ
た
は
づ
だ
、
尊
い
目
的
|
|

人
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
と
一
五
ふ
か
も
し
れ
ぬ
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
セ
ン
チ
メ

ン
タ
ル
だ
と
云
ふ
か
も
し
れ
ぬ
が
|
|
医
者
と
し
て
の
尊
い
仕
事
を
す
る

た
め
に
入
っ
た
の
だ
、
動
揺
し
て
は
い
か
ん
、
学
聞
に
目
が
く
ら
ん
で
は

い
か
ん
、
う
ま
さ
ふ
と
面
白
さ
ふ
に
見
え
て
も
役
に
た
た
ぬ
心
に
も
な
い

学
問
に
目
を
く
れ
て
は
い
か
ん
、
俺
は
俺
で
使
命
の
あ
る
の
を
忘
れ
た

か
、
博
士
/
¥
と
人
が
云
ふ
、
こ
れ
が
大
き
な
問
題
だ
、
博
士
を
と
る
心

持
か
ら
も
は
や
い
や
だ
」
そ
の
後
聞
も
な
い
六
月
十
九
日
、
小
野
村
林
蔵

牧
師
を
訪
れ
て
「
将
来
の
実
費
病
院
の
話
な
ど
し
た
」
と
い
う
の
は
、

「
ケ

I

三
つ
の
目
的
」
が
ど
の
方
面
に
あ
る
の
か
、
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ

ぅ
。
八
月
に
は
妹
が
チ
フ
ス
の
疑
い
で
暫
く
円
山
病
院
に
隔
離
さ
れ
る
と
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い
う
出
来
事
が
起
り
、
林
は
ま
た
新
た
に
、
患
者
の
肉
親
と
い
う
立
場
か

ら
、
医
者
の
使
命
に
つ
い
て
考
え
る
の
で
あ
っ
た
。
「
円
山
病
院
に
ゆ
く

と
い
つ
も
自
分
の
将
来
な
す
べ
き
多
く
の
仕
事
を
見
出
す
、
ま
あ
見
た

ま
へ
、
あ
の
院
長
の
若
い
事
、
そ
し
て
い
い
か
げ
ん
に
時
が
た
つ
と
あ
そ

こ
を
す
て
て
し
ま
ふ
の
で
は
な
い
か
、
も
し
あ
の
人
、
が
ほ
ん
と
に
病
人
の

た
め
を
思
ふ
て
や
っ
て
い
る
の
な
ら
別
だ
が
、
っ
き
そ
い
人
に
対
す
る
一
e

〔
マ
マ
〕

言
の
親
接
な
語
、
病
人
へ
の
や
さ
し
い
手
、
す
べ
て
が
必
要
だ
:
:
:
円
山

病
院
の
木
立
を
出
て
思
ふ
の
は
い
つ
も
こ
れ
だ
、
金
も
ふ
け
に
な
る
誰
で

も
や
れ
る
事
は
も
ふ
誰
で
も
や
る
誰
に
ま
か
し
て
お
い
て
も
よ
い
、
我
な

す
べ
き
事
/
¥
武
者
ぶ
る
ひ
が
す
る
」
。

こ
う
し
た
「
使
命
」
「
目
的
」
「
責
任
」
が
に
わ
か
に
具
体
化
し
、
そ

れ
に
生
涯
を
賭
け
る
決
断
が
な
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
頃
か
ら
翌
年
初
め
に

か
け
て
で
あ
っ
た
。
後
年
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
「
大
学
は
ま
だ
出
来
た
許

り
で
学
生
が
皆
教
室
へ
手
伝
ひ
に
行
っ
て
居
り
ま
し
た
が
私
は
:
:
:
今
先

生
(
病
理
学
第
一
講
座
今
裕
教
授
〉
の
処
へ
お
邪
魔
に
参
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
:
:
:
藤
井
保
先
生
が
居
ら
れ
、
:
:
:
村
山
の
額
病
院
の
話
、
又
そ

こ
に
は
三
十
年
も
腐
の
為
に
働
い
て
居
る
光
田
(
|
健
輔
〉
と
云
ふ
先
生

北大百年の諸問題

が
居
ら
れ
る
事
な
ど
話
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
丁
度
私
は
二
年
許
基
礎
を

や
り
又
病
理
の
教
室
に
も
居
て
煩
関
し
て
い
た
処
で
し
た
。
大
学
に
入
る

時
、
自
分
は
基
礎
の
学
者
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
居
ま
し
た
が
、
段
々
そ

の
様
子
を
見
る
と
皆
随
分
実
際
と
は
縁
遠
い
仕
事
を
し
て
居
る
。
否
す
ベ

て
は
何
等
か
実
際
的
の
仕
事
の
土
台
に
な
る
の
だ
と
は
思
ひ
乍
ら
も
、
自

分
の
様
な
頭
の
悪
い
者
に
は
基
礎
で
人
類
に
貢
献
す
る
と
云
ふ
事
は
考
へ

ら
れ
な
い
。
さ
う
だ
、
ど
ん
な
つ
ま
ら
ぬ
医
者
で
も
よ
い
か
ら
臨
床
家
に

な
ら
う
。
か
く
考
へ
て
ま
た
時
に
こ
の
藤
井
さ
ん
が
シ
ュ
ト
ッ
ク
を
切
り

出
し
な
が
ら
語
る
村
山
の
話
が
私
の
心
臓
を
ゆ
り
動
か
さ
ず
に
お
か
な
か

っ
た
:
:
:
さ
う
だ
額
病
院
に
行
か
う
。
」
(
「
後
を
顧
ず
た
ど
前
を
目
ざ
し

て
」
『
西
川
外
科
十
周
年
記
念
誌
』
)
。
「
私
は
棚
に
並
ん
で
い
る
い
く
つ
か

の
顧
の
標
本
に
異
様
な
感
動
を
受
け
た
。
次
々
と
発
す
る
願
へ
の
質
問
は

藤
井
氏
を
痛
く
喜
ば
し
め
:
:
:
た
。
兎
も
角
今
先
生
の
教
室
の
棚
に
並
ん

で
居
た
旗
標
本
に
よ
っ
て
、
私
の
一
生
の
方
針
が
決
め
ら
れ
た
」
(
「
今
先

生
の
お
慶
び
に
」
『
フ
ラ
テ
』
三
五
号
、
一
九
三
八
年
七
月
)
。
こ
う
し

て
、
医
者
と
し
て
の
自
己
の
使
命
に
つ
い
て
の
彼
の
模
索
に
終
止
符
が
う

た
れ
た
。
医
学
部
二
年
の
終
わ
り
、
一
九
二
四
年
(
大
正
二
二
)
二
月
十

五
日
の
日
記
に
は
、
「
自
分
の
目
的
、
こ
の
一
生
か
か
っ
て
や
ら
ふ
と
云

ふ
仕
事
、
に
卒
あ
れ
祝
福
あ
れ
我
心
は
決
っ
た
、
東
村
山
、
東
村
山
は

我
骨
を
埋
る
地
自
分
の
目
的
は
か
へ
ま
い
、
色
々
の
障
援
は
あ
っ
て
も

そ
れ
に
よ
っ
て
や
め
る
様
な
事
は
す
ま
い
、
こ
の
人
生
を
し
て
美
し
き
も

の
た
ら
し
め
よ
、
肉
の
た
め
に
非
ず
霊
の
た
め
に
、
己
の
た
め
に
あ
ら

ず
、
人
の
た
め
に
、
神
の
た
め
に
」
と
記
さ
れ
、
前
後
し
て
、
彼
は
、
秘

め
た
決
意
を
今
裕
教
授
に
う
ち
あ
け
た
。

「
二
年
の
終
り
の
雪
の
深
い
貝

に
、
北
十
条
の
今
先
生
の
お
宅
で
誰
に
も
今
迄
話
さ
な
か
っ
た
、
又
行
く
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時
迄
絶
対
に
人
に
話
し
て
も
ら
ひ
た
く
な
い
こ
の
秘
密
を
御
話
し
た
。

『
そ
う
か
、
ま
あ
考
へ
た
通
り
や
っ
て
見
る
か
』
と
愛
し
さ
う
に
じ
っ
と

私
の
顔
に
そ
L
が
れ
た
今
先
生
の
目
は
忘
れ
ら
れ
な
い
」
(
「
後
を
顧
ず
た

父
前
を
目
ざ
し
て
」
)
。
重
い
病
の
た
め
に
何
日
も
床
に
臥
し
た
日
に
も
彼

は
、
「
自
分
は
東
村
山
の
た
め
に
生
き
て
い
た
い
と
思
ふ
」
(
一
九
二
四

年
四
月
二
十
日
、
日
記
〉
と
記
す
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
林
文
雄
が
救
額
の
た
め
に
生
涯
を
献
げ
る
こ
と
を
決
心

す
る
に
い
た
っ
た
背
景
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
く
、
か
っ
、
そ
れ
を
、
世
俗
に
お
け
る
業
|
医
学
と
医
療
ー

の
中
で
そ
れ
を
証
し
す
る
と
い
う
、
強
烈
な
使
命
意
識
に
裏
づ
け
ら
れ
て

い
た
。
彼
は
医
学
部
一
年
の
こ
ろ
か
ら
、
夜
も
休
日
も
研
究
室
に
出
て
研

究
に
没
頭
す
る
の
だ
が
、
た
と
え
ば
、
正
月
の
二
日
の
朝
早
く
か
ら
顕
微

鏡
に
む
か
つ
た
、
一
九
二
四
年
(
大
正
二
ニ
)
の
日
記
に
は
、
こ
の
よ
う

な
祈
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
〈
O
円
門
町

B
g
E
-
E
E
同
一
岳
正
戸
内
】
戸
、
・
こ

の
教
室
を
し
て
信
仰
の
道
場
と
な
し
給
へ
、
吾
学
聞
を
し
て
即
信
仰
の
生

活
と
な
し
給
へ
、
顕
微
鏡
を
通
し
て
神
を
見
る
事
を
得
し
め
給

ti---

学
問
を
学
問
だ
け
に
し
て
お
く
も
の
か
と
ち
か
っ
た
」
。

こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
と
も
に
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代

の
青
年
ら
し
い
、
理
想
主
義
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
も
、
彼
の
救
瀬
へ
の
献

769 

身
の
一
つ
の
動
機
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
有
島
武
郎
の
狩
太
農
場
解
放
の

新
聞
報
道
に
「
か
く
あ
る
べ
き
筈
な
れ
ど
も
え
ら
し
」

(
一
九
二
二
年
三

月
四
日
、
日
記
)
と
記
し
、
シ
ベ
リ
ア
飢
民
救
済
の
た
め
に
お
金
を
送
り
・

(
同
年
七
月
三
十
一
日
)
、
「
皆
一
諸
に
よ
ろ
こ
ベ
ぬ
よ
ろ
こ
び
:
:
:
皆

が
一
諸
に
よ
ろ
こ
び
悲
し
め
る
様
な
世
の
中
に
し
な
く
て
は
、
こ
の
欠
陥

を
な
お
す
ベ
し
、
よ
し
今
の
我
々
の
生
活
が
少
し
下
落
し
て
も
皆
一
様
に

さ
ふ
だ
と
思
ふ
時
は
心
か
ら
満
足
だ
」
〈
一
九
二
三
年
三
月
三
十
日
、
日

記
〉
と
記
し
、
世
界
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
独
習
す
る
。

R
k
g
g
B
F
L
g
B

(
|
親
愛
な
る
同
志

!
1筆
者
注
)
と
全
人
類
の
さ
け
ぶ
時
が
望
ま
れ
る
、

語
で
こ
の
地
上
に
平
和
が
来
る
と
は
思
へ
ぬ
、

Ji--
し
か
じ
こ
の
地
上
の

人
々
、
が
皆
同
じ
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
用
ひ
た
ら
ど
ん
な
に
美
し
い
世
に
な
る

だ
ろ
ふ
、
平
和
を
た
す
け
る
だ
ら
ふ
、
そ
ふ
思
ふ
だ
け
で
も
希
望
者
の
価

は
あ
る
」
(
同
年
七
月
十
八
日
、
日
記
可
同
時
に
、
皇
太
子
行
啓
に
備
え
る

札
幌
都
心
の
交
通
規
制
に
憤
滋
を
ぶ
ち
ま
け
(
一
九
二
二
年
七
月
五
、
八
、

十
一
日
、
日
記
)
、
教
会
で
行
わ
れ
た
入
営
送
別
会
に
の
ぞ
ん
で
、
「
基
督

者
と
し
て
『
殺
す
な
か
れ
』
の
聖
句
を
頭
に
し
な
が
ら
兵
営
に
入
る
こ
と

は
い
か
に
心
の
争
を
ひ
き
起
す
事
だ
ら
ふ
、
そ
れ
が
悲
し
い
、
お
く
る
人

々
は
皆
入
営
を
肯
定
し
て
い
る
、
だ
が
ど
ん
な
も
の
か
」
(
同
年
十
一
月

十
七
日
、
日
記
)
と
批
判
し
、
「
陸
軍
記
念
日
だ
、
大
通
で
戦
争
の
ま
ね

を
す
る
さ
ふ
な
」
(
一
九
三
三
年
三
月
、
十
日
、
日
記
〉
と
書
き
つ
け
、

マ
マ

「
議
会
の
バ
ト
l
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
無
恥
」
(
同
年
四
月
二
十
三
日
、
日
記
)

にj
憤
り
、
一
「
渋
沢
さ
ん
だ
の
大
く
ま
さ
ん
」
に
依
存
す
る
キ
リ
ス
ト
教
会

を
批
判
す
る
の
で
あ
る
(
同
年
六
月
十
日
、
日
記
)
。
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一
九
二
六
年
(
大
正
一
五
U

、
第
一
期
生
と
し
て
北
海
道
帝
国
大
学
医
学

部
を
卒
業
し
た
林
文
雄
は
、
西
川
外
科
で
一
年
学
ん
だ
後
、
翌
年
六
月
、
東

京
府
下
東
村
山
村
の
聯
合
府
県
立
全
生
病
院
に
医
員
と
し
て
赴
任
し
た
。

札
幌
日
本
基
督
教
会
の
長
老
の
一
人
の
家
で
関
か
れ
た
壮
行
の
会
に
集
ま

っ
た
、
同
じ
教
会
の
親
友
の
中
に
は
、
医
学
部
同
期
の
小
川
信
一
ら
と
と

も
に
、
農
学
部
に
学
ん
だ
近
藤
治
義
も
い
た
。
近
藤
も
小
野
村
牧
師
の
強

い
感
化
を
受
け
、
林
文
雄
と
前
後
し
て
、
そ
れ
ま
で
描
い
て
き
た
生
涯
の
路

を
大
き
く
変
え
る
に
い
た
っ
た
青
年
の
一
人
で
あ
っ
た
。
近
藤
治
義
(
一

九
O
一
ー
一
九
八
一
年
)
は
、
美
深
、
佐
呂
間
を
開
拓
し
た
キ
リ
ス
ト
者

農
場
経
営
者
近
藤
直
作
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
少
年
時
代
か
ら
札
幌
日
本

基
督
教
会
に
通
っ
た
。
中
学
時
代
に
は
「
高
倉
徳
太
郎
〈
|
牧
師
)
が
:
:
:

短
期
間
だ
っ
た
が
本
気
で
相
手
に
な
っ
て
く
れ
i
i
『
モ
ノ
を
本
質
的
に

考
え
る
こ
と
』
を
高
倉
か
ら
学
び
、
『
そ
れ
を
ど
う
発
展
さ
せ
る
か
』
を
洗

礼
を
授
け
て
も
ら
っ
た
小
野
村
林
蔵
牧
師
か
ら
学
ん
だ
」
(
「
庶
民
の
『
原

石
』
み
が
い
て
お
年
|
|
小
樽
ジ
オ
γ
教
会
と
近
藤
治
義
牧
師
」
『
月
刊

キ
リ
ス
ト
』
一
九
六
九
年
八
月
)
と
い
う
。
同
じ
教
会
に
連
な
り
、
同
じ

札
幌
一
中
に
学
ん
だ
林
文
雄
と
は
、
早
く
か
ら
親
し
か
っ
た
。

一
九
一
八
年
(
大
正
七
〉
予
科
入
学
。
農
学
部
農
業
経
済
学
科
に
進

み
、
予
科
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
農
学
部
卒
業
ま
で
、
教
師
ま
た
事
務
員
と

し
て
遠
友
夜
学
校
を
助
け
た
。
林
文
雄
よ
り
一
年
早
く
、
一
九
二
五
年

(
大
正
一
四
)
、
卒
業
論
文
「
小
作
料
に
つ
い
て
」
を
提
出
し
て
卒
業
、

こ
の
頃
終
生
を
伝
道
と
牧
会
に
献
げ
る
決
心
を
し
て
、
か
つ
て
の
師
高
倉

徳
太
郎
が
教
え
る
東
京
神
学
社
に
進
ん
だ
。
近
藤
は
世
間
の
常
識
を
こ
え

る
決
断
を
う
ち
あ
け
た
時
、
二
人
の
人
が
そ
れ
を
励
ま
し
て
く
れ
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
。
一
人
は
農
業
経
済
学
科
の
主
任
教
授
で
あ
っ
た
。
「
(
神

学
社
に
進
む
決
心
を
|
〉
高
岡
熊
雄
先
生
:
:
:
に
打
ち
明
け
た
、
意
外
に

も
先
生
は
膝
を
乗
り
出
さ
ん
ば
か
り
に
し
て
、
『
君
そ
り
ャ
イ
イ
考
え
だ
、

北
海
道
の
開
拓
や
財
界
の
仕
事
を
や
る
人
聞
は
沢
山
出
て
く
る
。
日
本
の

精
神
界
の
開
拓
は
こ
れ
か
ら
の
仕
事
だ
。
キ
ミ
が
そ
う
い
う
方
面
に
進
む

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
困
難
で
あ
ろ
う
が
や
り
甲
斐
が
あ
ろ
う
。
キ
ミ
の
前

途
を
祝
福
す
る
ヨ
』
と
励
ま
し
て
く
れ
た
」
(
「
教
会
創
立
記
念
日
に
あ
た

っ
て
」
『
こ
と
ば
』
二
九
六
号
、
一
九
六
二
年
二
月
。
近
藤
治
義
『
近
藤

治
義
設
教
集
』
一
九
七
八
年
に
再
録
。
な
お
、
近
藤
「
旧
い
サ
ッ
ポ
ロ
の
精

神
史
と
思
い
出
」
『
札
幌
同
窓
会
誌
』
第
三
号
、
一
九
六
八
年
一
一
月
、
参

照
)
。
他
の
一
人
、
「
よ
し
や
き
み
舞
れ
死
す
と
も
美
し
き
真
実
こ
め
て
生

き
終
う
し
ま
せ
」
と
い
う
歌
を
詠
ん
で
勇
気
づ
け
て
く
れ
た
の
は
、
遠
友

夜
学
校
に
学
ぶ
女
生
徒
だ
っ
た
と
い
う
(
近
藤
治
義
「
夜
学
校
の
思
い

出
」
札
幌
遠
友
夜
学
校
編
・
刊
『
札
幌
遠
友
夜
学
校
』
一
九
六
四
年
〉
。

帝
国
大
学
そ
の
他
高
等
教
育
機
関
に
学
ん
だ
者
が
、
召
命
を
自
覚
し

て
伝
道
者
と
な
り
、
あ
る
い
は
東
京
神
学
社
に
進
む
と
い
う
の
は
、
彼
の

師
、
法
学
土
高
倉
徳
太
郎
の
こ
ろ
か
ら
一
九
二

0
年
代
に
か
け
て
の
す
ぐ
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れ
た
知
識
人
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。
事
実
東
京
神

学
社
に
お
け
る
彼
の
少
数
の
同
期
生
の
う
ち
、
小
塩
力
は
東
京
帝
国
大
学

の
農
学
士
、
松
尾
喜
代
司
は
東
京
帝
国
大
学
を
出
て
検
事
に
任
官
し
て
い

た
し
、
一
級
上
の
浅
野
順
一
は
、
東
京
高
等
商
業
を
卒
業
し
て
三
年
間
三

井
物
産
に
勤
め
て
い
た
。
近
藤
治
義
も
、
彼
ら
と
と
も
に
、
あ
た
か
も
生

涯
の
白
熱
の
時
期
に
あ
っ
た
高
倉
徳
太
郎
の
も
と
で
学
ぶ
こ
と
二
年
、
招

か
れ
て
母
教
会
に
副
牧
師
と
し
て
帰
っ
た
彼
が
、
入
れ
か
わ
り
の
よ
う
に

全
生
病
院
に
赴
く
林
文
雄
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
林
文
雄
は
、
一
九
二
七
年
(
昭
和
二
)
、
全
生
病
院
医
員
と
な
り
、

三
二
年
〈
昭
和
六
)
に
は
、
瀬
戸
内
海
の
小
島
、
長
島
(
岡
山
県
)
に
国

立
療
養
所
長
島
愛
生
園
を
新
設
す
る
に
際
し
て
、
園
長
と
な
っ
た
全
生
病

院
院
長
光
田
健
輔
の
片
腕
と
し
て
、
医
務
課
長
と
な
っ
て
創
業
の
労
を
と

も
に
し
、
三
三
年
か
ら
一
年
間
、
国
際
聯
盟
の
顕
視
察
員
と
し
て
世
界
各

地
の
救
綴
事
業
を
調
査
、
一
九
三
五
年
(
昭
和
一

O
〉
に
は
、
鹿
児
島
県

下
の
鹿
屋
に
国
立
療
養
所
星
塚
敬
愛
園
を
新
設
す
る
に
当
た
っ
て
、
初
代

園
長
と
な
っ
た
。
こ
の
問
、
全
生
病
院
勤
務
の
終
わ
り
ご
ろ
、
一
九
一
一
一
一

年
ハ
昭
和
六
)
に
は
、
恩
師
今
裕
が
、
「
大
部
仕
事
も
出
来
た
や
う
だ
か

ら
論
文
を
出
し
給
へ
、
手
続
か
、
そ
れ
は
全
部
う
ち
で
や
っ
て
あ
げ
る

よ
、
:
:
:
札
幌
の
お
父
さ
ん
の
所
へ
ゆ
け
ば
印
も
あ
る
だ
ろ
う
」
〈
林

「
今
先
生
の
御
慶
び
に
」
『
フ
ラ
テ
』
三
五
号
、
一
九
三
八
年
七
月
)
と
熱

心
に
す
す
め
、
万
事
と
り
は
か
ら
っ
て
、
医
学
博
士
の
学
士
を
え
て
い

た
。
ま
た
、
医
学
部
学
友
会
の
雑
誌
『
フ
ラ
テ
』
の
も
と
め
に
応
じ
て
寄
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稿
し
(
例
え
ば
「
績
の
顔
」
一
一
一
一
号
、
一
九
三
六
年
一
月
)
、
ま
た
長
島

愛
生
国
時
代
に
は
、
北
大
医
学
部
の
学
生
が
、
林
の
国
際
聯
盟
視
察
員
と

し
て
の
報
告
『
世
界
願
視
察
旅
行
記
』
を
読
ん
で
愛
生
国
を
訪
ね
た
(
た

い
え
林
は
沖
縄
に
出
張
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
報
告
は
、
鈴
木
弘
「
長
島
・

大
島
癒
療
養
所
め
ぐ
り
」
『
フ
ラ
テ
』
二
九
号
、
一
九
三
五
年
七
月
。
ち
な

み
に
鈴
木
は
、
赤
色
救
援
会
北
大
班
に
加
わ
っ
て
、
一
九
三
二
年
、
停
学

処
分
を
受
け
て
い
る
。
)
な
ど
の
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
林
の
勤
務
地
が
札

幌
か
ら
遠
く
な
る
に
つ
れ
て
、
北
大
医
学
部
と
の
き
ず
な
も
次
第
に
細
く

な
っ
て
い
っ
た
。

一
九
三
七
年
(
昭
和
一
二
)
春
、
林
と
母
校
と
は
、
太
い
き
ず
な
で
結

び
な
お
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
聞
の
事
情
は
、
彼
が
敬
愛
園
の
機
関

誌
『
星
光
』
に
載
せ
た
始
末
記
に
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
全
文

を
引
く
。

北
大
の
救
情
閉
会

北
海
道
大
学
医
学
部
に
救
額
会
が
出
来
た
。
初
め
は
小
さ
な
も
の

と
思
う
て
居
た
が
最
近
の
学
友
会
誌
に
よ
る
と
今
総
長
が
会
長
で
九

人
の
教
授
が
顧
問
と
な
り
、
十
四
人
の
卒
業
生
が
評
議
員
と
な
り
十

六
人
の
学
生
の
委
員
か
ら
な
る
大
規
模
の
も
の
で
あ
る
。
此
大
学
医

学
部
は
毎
年
三
月
に
三
年
生
の
学
生
が
見
学
旅
行
に
出
る
の
で
あ
る

が
昨
年
は
三
人
の
学
生
が
遠
く
大
隅
の
木
園
を
訪
れ
て
我
々
を
驚
か

せ
た
。
彼
等
は
既
に
東
村
山
で
理
想
的
療
養
所
全
生
病
院
を
見
学
し

て
来
て
居
る
の
で
あ
る
が
尚
我
ら
を
訪
れ
帰
路
に
は
四
国
の
大
島
療
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養
所
迄
足
を
の
ば
し
た
熱
心
き
で
あ
っ
た
。

帰
学
し
て
直
に
報
告
会
を
開
き
療
養
所
見
学
の
感
激
を
語
っ
た
。

そ
し
て
遂
に
は
三
百
人
の
定
員
に
四
百
人
以
上
を
収
容
し
困
窮
し
て

居
る
敬
愛
園
に
病
舎
を
寄
贈
す
べ
し
と
云
う
与
論
を
作
っ
た
の
で
あ

る。

北大百年の諸問題

北
の
学
都
に
あ
っ
て
南
隅
の
一
療
院
の
為
に
斯
程
ま
で
熱
心
で
あ

る
の
は
一
見
真
に
奇
蹟
的
で
あ
る
が
私
は
先
日
そ
の
三
人
の
訪
問
者

か
ら
手
紙
を
戴
き
之
あ
る
か
な
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち

「
私
が
先
生
に
お
会
い
し
て
以
来
は
何
か
後
輩
と
し
て
為
す
べ
き

責
任
を
担
っ
て
い
た
様
で
心
苦
し
か
っ
た
が
フ
ラ
テ
寮
を
お
贈
り
出

来
て
そ
の
責
任
が
幾
分
な
り
と
も
軽
く
な
っ
た
事
を
感
じ
ま
す
。
」

彼
等
は
せ
め
て
一
人
は
療
養
所
へ
と
考
え
て
居
ら
れ
た
と
云
う
。

そ
れ
程
の
覚
悟
で
あ
れ
ば
こ
そ
一
学
部
を
動
か
し
て
フ
ラ
テ
寮
の
竣

工
を
見
た
の
で
あ
る
。

本
年
の
修
学
旅
行
で
は
七
名
の
学
生
が
本
園
を
訪
れ
た
。
地
は
辺

障
の
地
で
あ
り
余
は
浅
学
非
才
何
の
教
え
得
る
事
も
な
か
っ
た
が
、

純
朴
な
る
病
友
に
触
れ
、
大
拡
張
工
事
の
斧
鋲
の
音
の
中
に
立
つ
フ

ラ
テ
寮
を
廻
り
つ
L
大
き
な
感
動
を
受
け
た
も
の
と
見
え
る
。
病
友

を
思
う
熱
情
と
救
績
の
斗
志
と
は
札
幌
へ
帰
っ
て
も
益
々
燃
え
上
り

共
に
語
り
あ
っ
た
。

「
今
晩
中
に
こ
の
気
持
を
必
ず
具
体
化
す
る
」
そ
の
一
人
は
か
く

云
う
て
翌
日
か
ら
猛
運
動
を
起
し
十
四
期
生
(
四
年
生
学
生
〉
一
同

が
発
起
人
と
な
っ
て
活
動
を
始
め
る
事
に
な
っ
た
と
云
う
。

「
先
づ
強
調
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
真
に
理
解
あ
る
先
輩
諸
兄
の

こ
ぞ
っ
て
の
後
援
の
下
に
例
え
自
に
見
え
る
働
は
如
何
に
少
な
か
ろ

う
と
何
時
ま
で
も
変
ら
ぬ
気
持
を
以
て
長
く
こ
の
会
を
続
け
て
行
か

ね
ば
な
ら
な
い
事
で
す
」

「
兎
も
す
れ
ば
面
倒
臭
い
と
か
、
頭
を
下
げ
て
会
員
に
な
っ
て
呉

れ
な
ど
と
云
う
の
は
い
や
だ
」
と
云
う
気
持
が
起
っ
て
来
る
と
「
門

前
に
来
て
哀
願
す
る
病
者
を
ど
う
し
て
拒
み
得
ょ
う
か
。
医
師
も
事

務
員
も
患
者
自
身
も
皆
で
費
用
を
倹
約
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
病

者
を
入
れ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
日
頃
つ
と
め
て
居
る
療
養
所
の

方
々
の
事
を
思
い
出
し
て
は
僚
る
心
を
鞭
打
っ
た
。

こ
の
純
真
な
る
心
の
前
に
は
頭
を
下
げ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る。
「
お
い
俺
は
こ
れ
か
ら

O
O教
室
に
行
っ
て
く
る
ぞ
」
時
間
の
あ

く
度
に
ガ
ヤ
/
¥
し
た
控
室
に
澄
ん
で
響
く
こ
の
声
は
建
設
委
員
諸

兄
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。

か
く
て
こ
与
に
堂
々
た
る
陣
容
を
以
て
救
綴
会
は
生
れ
た
。

会

と
し
て
は
酸
金
し
て
療
養
所
を
援
け
る
事
で
あ
り
こ
れ
に
は
既
に
フ

ラ
テ
寮
を
建
て
、
又
最
近
百
数
十
円
の
献
金
が
あ
り
そ
の
半
は
新
設

沖
縄
愛
楽
園
に
贈
ら
れ
た
。
会
員
に
は
本
誌
星
光
が
配
布
さ
れ
既
に



三
百
部
の
購
読
が
あ
る
。
又
会
と
し
て
も
会
報
を
作
っ
て
同
士
山
を
固

め
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
は
長
い
救
瀬
史
に
大
学
の
一
学
部
を
挙
げ
て
の
か
与
る
美
し
い

救
療
運
動
あ
る
を
知
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

大正期の北海道帝国大学とキリスト教

そ
し
て
最
も
重
大
な
る
会
の
目
的
は
外
に
は
綴
が
我
国
か
ら
姿
を

消
す
ま
で
、
否
全
世
界
か
ら
消
滅
し
つ
く
す
ま
で
心
か
ら
の
後
援
を

続
け
た
い
。
そ
し
て
内
に
は
療
養
所
に
あ
る
尊
い
救
瀬
の
人
道
的
精

神
を
我
ら
の
内
に
永
く
/
¥
生
か
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
宣
言

が
な
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

我
等
は
か
t
A

る
純
な
る
美
し
き
雄
叫
び
に
胸
打
た
れ
つ
ム
足
ら
ざ

る
怠
り
勝
ち
な
る
自
ら
を
省
み
奮
起
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
a

か

E

ふ
る
雄
叫
び
は
晴
朗
者
を
立
た
し
め
る
の
み
な
ら
ず
我
等
救
癒
事
業
従

事
者
を
奮
起
せ
し
め
る
。
速
く
北
の
方
北
斗
星
の
下
の
一
学
都
に
総

長
閣
下
を
頭
と
し
一
学
部
挙
っ
て
我
ら
一
団
の
為
に
祈
り
つ
L
あ
る

と
思
う
時
、
我
ら
は
感
涙
に
咽
び
つ
L
大
使
命
に
遁
進
せ
、
ざ
る
を
得

な
い
。
(
『
星
光
』
第
三
巻
第
八
号
、
一
九
三
八
年
八
月
。
た
だ

し
、
戦
後
の
再
録
か
ら
引
い
た
の
で
、
表
記
は
改
め
ら
れ
て
い
る
)
。

一
九
三
七
年
(
昭
和
二
一
〉
三
月
に

」
の
大
き
な
出
来
事
の
発
端
は
、

行
わ
れ
た
、
医
学
部
二
二
期
生
の
衛
生
見
学
旅
行
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
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も
例
年
の
見
学
旅
行
で
は
、
東
村
山
の
全
生
病
院
を
訪
れ
て
い
た
の
だ

が
、
こ
の
年
は
、
高
橋
新
吾
、
秋
田
重
秋
、
池
田
満
穂
の
三
人
が
さ
ら
に

大
島
、
長
島
、
星
塚
の
三
療
養
所
を
歴
訪
し
て
先
輩
林
文
雄
に
会
う
こ
と

が
出
来
た
。
三
人
の
感
動
が
も
と
に
な
っ
て
全
学
部
さ
ら
に
卒
業
生
ま
で

も
ま
き
こ
み
、
半
年
余
り
で
大
き
な
成
果
が
み
の
っ
た
の
で
あ
る
。
『
フ

ラ
テ
』
コ
一
三
号
(
一
九
三
五
年
七
月
)
に
は
、
三
人
の
「
療
養
所
巡
り
」
が

載
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
う
け
て
、
「
昭
和
十
二
年
六
月
三
日
医
学
部
学
生

一
向
」
名
の
「
瀬
患
者
救
済
林
文
雄
博
士
後
援
趣
意
書
」
と
、
六
月
二
日

付
の
、
す
で
に
寄
付
金
が
予
定
額
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
会
計

報
告
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
お
そ
ら
く
、
瀬
療
養
所
を
歴
訪
し

た
三
人
の
誰
か
が
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
救
瀬
の
現
状
と
林
文
雄

の
献
身
そ
し
て
彼
ら
の
感
動
と
決
意
を
、
詳
細
に
か
つ
生
き
生
き
と
書
き

綴
っ
た
感
動
的
な
文
章
で
あ
る
。
『
フ
ラ
テ
』
三
四
号
(
一
九
三
七
年
十
二

月
)
に
は
、
病
舎
の
図
面
と
竣
工
写
真
を
そ
え
た
「
『
フ
ラ
テ
の
家
』
完

成
報
告
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
北
大
医
学
部
関
係
者
の
手
で
病
舎
一
棟

が
寄
贈
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
「
レ
プ
ラ
・
ア
ル
ツ
ト
」
の
母
校
が
、
彼
を

通
し
て
病
舎
を
贈
る
と
い
う
の
は
、
初
め
て
の
そ
し
て
後
々
ま
で
異
例
の

こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。

翌
一
九
三
八
年
(
昭
和
二
二
)
三
月
に
は
、

を
訪
ね
て
林
文
雄
に
会
い
、

一
四
期
生
七
人
が
、
星
塚

「
フ
ラ
テ
寮
」
を
眼
の
あ
た
り
に
し
た
。
そ

の
感
動
が
、
コ
一
人
の
三
期
生
か
ら
始
ま
っ
て
病
舎
の
建
設
に
実
っ
た
運
動

を
そ
こ
で
終
ら
せ
ず
、
永
続
的
な
運
動
|
|
「
後
援
会
」

1
lー
を
組
織
さ

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
に
引
い
た
林
の
「
北
大
の
救
瀬
会
」
に
い
う
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「
最
近
の
学
友
会
誌
」
は
『
フ
ラ
テ
』
三
五
号
(
一
九
三
八
年
七
月
〉
で

あ
り
、
そ
こ
に
は
、
小
泉
勝
維
の
報
告
「
星
塚
の
記
」
を
受
け
て
、
星
塚

訪
問
か
ら
後
援
会
組
織
を
思
い
立
つ
ま
で
を
生
き
生
き
と
綴
っ
た
「
医
学

部
第
一
四
期
会
(
第
四
学
年
)
学
生
一
同
」
名
の
「
瀬
救
済
林
文
雄
博
士

後
援
会
設
立
趣
意
書
」
、
同
会
の
会
則
、
役
員
名
簿
が
掲
げ
ら
れ
、
活
溌

に
動
き
始
め
た
中
心
メ
ン
バ
ー
の
経
験
と
意
見
を
記
す
。
滋
賀
秀
三
の

「
会
の
こ
と
ど
も
」
、
「
L
生
」
の
「
会
の
誕
生
を
祝
し
て
」
が
あ
り
、
報

告
「
会
の
現
状
」
、
そ
し
て
『
北
海
道
帝
国
大
学
新
聞
』
に
よ
っ
て
、
後

援
会
の
発
足
を
知
っ
た
長
崎
次
郎
か
ら
の
「
感
謝
と
共
に
御
願
ひ
」
の
手

紙
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
会
員
は
年
一
円
を
納
め
て
、
星
塚
敬
愛
国
に
送

る
と
と
も
に
、
閣
の
機
関
誌
『
星
光
』
の
配
付
を
受
け
る
と
い
う
の
が
、

具
体
的
な
活
動
の
中
心
だ
が
、
星
塚
に
林
を
訪
ね
、
彼
が
導
く
療
養
所
の

共
同
体
に
接
し
た
学
生
の
一
人
が
「
今
や
国
家
非
常
の
時
、
独
り
医
界
の

問
題
の
み
を
考
え
て
も
制
度
の
上
に
、
或
は
又
医
者
の
人
格
方
面
に
於
て

色
々
の
批
難
を
聴
く
の
で
あ
り
ま
す
が
:
:
:
此
の
会
の
計
画
が
一
般
人
の

医
者
に
対
す
る
認
識
を
改
め
さ
せ
、
他
方
医
者
も
之
に
よ
っ
て
自
己
の
姿

を
反
省
す
る
機
会
を
与
へ
ら
れ
L
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
り
ま
す
」

北大百年の諸問題

(
滋
賀

「
会
の
こ
と
ど
も
」
〉
と
会
の
活
動
の
精
神
的
意
味
と
も
い
う
べ
き
も
の

を
記
し
て
い
る
の
は
い
ち
じ
る
し
い
。

一
九
三
八
年
(
昭
和
二
三
七
月
一
日
『
会
報
』
第
一
号

後
援
会
は
、

を
発
刊
、
あ
る
い
は
ガ
リ
版
あ
る
い
は
活
版
印
刷
、
サ
イ
ズ
も
ペ
ー
ジ
数

も
号
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
な
、
い
か
に
も
手
づ
く
り
と
い
う
お
も
む
き
の

会
報
は
、
一
九
四
一
年
(
昭
和
一
六
)
六
月
一
日
付
の
第
九
号
ま
で
刊
行

を
続
け
た
よ
う
で
あ
る
(
一

O
号
以
下
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
同
年
に
は
戦
時
体
制
の
も
と
で
『
フ
ラ
テ
』
も
休
刊
に
な
っ
て
お

り
、
会
報
も
終
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
)
。
三
年
目
学
生
の

星
塚
敬
愛
園
見
学
も
、
『
会
報
』
や
『
フ
ラ
テ
』
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と

も
一
九
四
一
年
(
昭
和
一
六
〉
の
一
七
期
生
ま
で
は
続
い
て
お
り
、
一
九

四
一
年
に
は
、
林
文
雄
と
同
じ
北
一
条
教
会
の
教
会
員
で
も
あ
っ
た
有
馬

英
二
教
授
父
子
も
訪
れ
て
い
る
。

医
学
部
関
係
者
以
外
か
ら
い
ち
早
く
後
援
会
に
加
わ
っ
た
長
崎
次
郎

は
、
一
九
三
八
年
(
昭
和
二
三
、
長
島
愛
生
園
に
お
け
る
林
文
雄
の
同

志
同
僚
小
川
正
子
の
『
小
島
の
春
』
を
刊
行
し
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、
少
年
時
代
か
ら
救
瀬
の
志
を
い
だ
き
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
出
版
に
私

財
を
注
、
ぎ
、
心
身
を
す
り
へ
ら
し
て
来
た
長
崎
次
郎
の
出
版
事
業
は
、
士
山
を

高
く
持
し
て
安
易
な
妥
協
を
い
さ
ぎ
よ
し
と
せ
ぬ
出
版
方
針
の
た
め
、
破

綻
に
瀕
し
て
い
た
。
林
文
雄
が
大
き
な
な
か
だ
ち
と
な
っ
て
、
救
癒
関
係

の
書
物
を
す
で
に
何
点
か
出
版
し
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
と
う
て
い
採
算

が
と
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
窮
境
に
あ
っ
た
長
崎
は
、

商
業
ベ

I
ス
の
出
版
を
す
べ
て
断
ら
れ
、
思
い
あ
ま
っ
て
長
崎
書
庖
に
持

ち
こ
ま
れ
た
こ
の
木
を
、
友
人
か
ら
借
金
し
て
刊
行
し
た
の
で
あ
る
。
大

方
の
予
想
を
裏
切
っ
て
こ
の
木
は
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
は
と
う
て
い



想
像
も
出
来
ぬ
よ
う
な
反
響
を
ま
き
起
し
、
ニ
二

O
版
二
二
万
冊
が
出
版

さ
れ
、
映
固
化
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
出
版
社
長
崎
書
応

大正期の北海道帝国大学とキリスト教

の
基
礎
は
こ
の
書
物
に
よ
っ
て
確
立
し
た
の
で
あ
る
(
中
山
良
馬
「
『
小
島

の
春
』
出
版
の
頃
」
『
福
音
と
世
界
』
一
九
六
四
年
八
月
)
。

林
文
雄
は
、
一
九
四
一
年
(
昭
和
二
ハ
〉
六
月
、
久
し
ぶ
り
に
札
幌
を

訪
れ
た
。
星
塚
で
世
を
去
っ
た
父
の
遺
体
の
解
剖
材
料
を
母
校
に
寄
贈

し
、
今
裕
総
長
を
始
め
医
学
部
の
諸
教
授
を
訪
ね
、
医
学
部
学
生
に
癒
の

疫
学
的
研
究
に
お
け
る
最
近
の
成
果
に
つ
い
て
講
演
し
、
救
癒
後
援
会
の

学
生
た
ち
に
招
か
れ
て
一
夜
懇
談
し
た
。
ま
た
小
得
を
た
ず
ね
、
同
地
の

シ
オ
ン
教
会
の
牧
師
と
な
っ
た
近
藤
治
義
、
協
会
病
院
長
を
つ
と
め
る
医

学
部
同
期
の
親
友
で
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
小
川
信
一
に
会
い
、
近
藤
の
教

会
で
講
演
し
た
。
母
校
を
訪
れ
大
学
時
代
の
恩
師
や
旧
友
に
再
会
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
の
旅
は
、
林
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
敬
愛
園
に
帰
任
後
、
長
年
心
血
を
注
い
で
働
き
続
け
て
来
た
彼
の
健

康
は
急
速
に
衰
え
て
い
っ
た
。
翌
年
、
肺
結
核
と
診
断
さ
れ
、
一
九
四
四

年
(
昭
和
一
九
〉
二
月
、
敬
愛
園
長
を
辞
し
国
立
療
養
所
大
島
青
松
園
医

官
に
転
じ
て
療
養
に
つ
と
め
た
が
、

一
九
四
七
年
(
昭
和
二
二
)
七
月
世

を
去
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
の
激
化
と
い
う
事
態
も
あ
ず
か
つ
て
だ
ろ
う
、

林
文
雄
の
一
九
四
一
年
の
母
校
訪
問
を
最
後
と
し
て
、
彼
は
ま
た
母
校
か

77う

ら
次
第
に
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
一
七
期
生
(
一
九
四
一
年
繰
り
上
げ
卒
業
〉
で
、
医
学
部
一
年
の

一
年
生
と
し
て
た
だ
一
人
上
級
生
に
加
わ
っ
て
後
援
会
の
発
足
を
助

け
た
荒
川
巌
は
、
そ
の
七
年
後
癒
療
養
所
に
赴
く
に
い
た
っ
た
。
荒
川

は
、
す
で
に
、
医
学
部
に
進
ん
で
間
も
な
い
こ
ろ
、
一
四
期
生
が
癒
救
済

林
文
雄
博
士
後
援
会
の
組
織
に
の
り
出
し
た
の
と
前
後
し
て
、
入
院
患
者

を
た
ず
ね
て
全
生
病
院
を
訪
れ
た
。
し
か
し
、
「
こ
の
時
受
け
た
ら
い
療

養
所
の
印
象
は
、
生
意
気
か
も
知
れ
な
い
が
、
医
者
を
志
し
て
い
た
当
時

の
私
に
は
、
全
く
な
じ
め
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
私
の
志
す
医
療
は
こ
こ

に
は
不
在
の
よ
う
に
感
じ
た
。
そ
れ
以
後
、
私
に
は
ら
い
に
関
心
は
あ
っ

て
も
、
ら
い
療
養
所
に
医
師
と
し
て
働
こ
う
と
い
う
意
志
は
起
っ
て
こ
な

か
っ
た
」
(
荒
川
「
序
に
か
え
て
」
、
松
丘
保
養
園
七
十
周
年
記
念
誌
刊
行

委
員
会
編
『
秘
境
を
開
く
』
一
九
七
九
年
所
収
)
と
い
う
の
が
そ
の
時
の

経
験
で
あ
っ
た
。
他
方
、
「
求
む
べ
き
師
を
得
、
ず
、
心
情
を
吐
露
し
語
り

合
う
友
な
く
、
何
回
と
な
く
学
生
生
活
に
失
望
し
や
め
よ
う
と
思
っ
た
」

(
荒
川
「
先
生
と
私
」
、
井
藤
道
子
・
野
谷
憲
三
編
『
野
菊
矢
内
原
忠
雄

先
生
と
ら
い
療
養
所
』
一
九
六
五
年
、
所
収
)
彼
は
、
こ
の
頃
矢
内
原
忠

春、雄
の
『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
基
督
教
』
を
読
ん
で
「
先
生
の
真
実
な
信
仰
に

目
を
覚
ま
さ
れ
」
(
同
前
)
、
矢
内
原
を
師
と
し
て
終
生
の
深
い
感
化
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
復
員
後
、
師
矢
内
原
忠
雄
の
療
療
養
所

へ
の
慰
問
と
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
働
き
の
姿
を
知
っ
た
こ
と
か
ら
、
再
び

療
養
所
と
そ
の
中
の
キ
リ
ス
ト
者
へ
の
愛
が
か
き
た
て
ら
れ
て
、

一
九
四

九
年
(
昭
和
二
四
)
星
塚
敬
愛
闘
の
医
官
と
な
り
、

一
九
五
二
年
(
昭
和
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二
七
)
、
「
も
う
一
度
母
校
(
北
大
)
に
帰
っ
て
医
学
の
力
を
つ
け
た
い
」

と
思
い
、
母
校
に
最
も
近
い
青
森
の
松
丘
保
養
所
に
配
置
換
を
願
っ
て
許

さ
れ
た
と
い
う
。
以
後
、
一
九
七
八
年
(
昭
和
五
一
二
)
に
は
園
長
と
な
っ

て
、
同
園
の
た
め
に
労
し
て
い
る
。
林
文
雄
の
志
は
、
ま
わ
り
道
を
経
、

形
を
変
え
て
、
次
の
世
代
の
後
輩
に
よ
っ
て
継
が
れ
た
、
と
い
う
こ
と
が

北大百年の諸問題

で
き
よ
う
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教
海
外
奉
仕
団
体
、
後
に
は

日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
力
会
に
支
え
ら
れ
て
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
や

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
奥
地
で
の
医
療
に
献
身
す
る
三

O
期
(
一
九
五
四
年

卒
業
)
の
宮
崎
亮
(
宮
崎
『
密
林
の
生
と
死
と
愛
』
一
九
七
二
年
、
参

照
)
は
、
「
大
東
直
戦
争
」
や
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
野
望
を
く
だ
か
れ

た
、
混
迷
と
虚
脱
の
日
本
に
重
い
病
を
養
い
な
が
ら
、
か
え
っ
て
、
救
癒

を
通
じ
る
ア
ジ
ア
へ
の
挺
身
と
奉
仕
|
|
「
東
亜
救
顕
」
ー
ー
を
夢
見
た

林
文
雄
の
志
(
林
「
救
癒
の
野
心
」
一
九
四
五
年
一
二
月
、
『
林
文
雄
句

文
集
天
の
墓
標
』
一
九
七
八
年
に
再
録
〉
)
に
は
る
か
に
こ
た
え
る
も

の
と
い
え
よ
う
。

本
稿
作
製
に
当
た
っ
て
は
、
林
富
美
子
(
林
文
雄
夫
人
)
、
秋
山

憲
兄
、
近
藤
治
義
、
荒
川
巌
、
山
田
滋
(
日
本
基
督
教
会
札
幌
北
一

条
教
会
牧
師
)
の
諸
氏
に
貴
重
な
史
料
を
御
提
供
を
い
た
だ
い
た
ほ

近
藤
治
義
先
生
は
、
『
百
年
史

通
説
』
の
刊
行
を
ま
た
ず
召
天
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
に
心
か

か
、
種
々
御
教
示
を
た
ま
わ
っ
た
。

ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
近
藤
先
生
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
た

(
北
海
道
大
学
法
学
部
教
授
)
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